













































































ングには闘争心 (fightingspirit)、認知的評価 (cognitiveappraisal)、気晴らし (distrac-
tion)などがあり、消極的コーピングには禁欲的受容 (stoicacceptance)、無力感・絶望









者は望ましくない反応を示したことが報告されている (Pettingale，1984; Pettingale， 
Morris， Greer， & Haybittle， 1985; Temoshok， 1985 ; Temoshok， 1987 ; Temoshok & 










最近の研究では、 Sollner，Zschocke， Zingg， Stein， Rumpold， Fritsch， & Augustin 
(1999)が、黒色腫患者において、ソーシャルサポートと積極的コーピングを用いた患者の
適応が良好であったと述べている。また Rodriguez，Zar出 aga，& Martinez (2000)は、
積極的コーピングを用いる患者は消極的コーピングを用いる患者よりも苦痛の訴えが少なかっ








示した研究がいくつか見られる (Greeret al.， 1979; Pettingale et al.， 1985; Greer， 
??
Morris， Pettingale， & Haybittle， 1990 ; Dean & Surtess， 1989)。






Watson， Haviland， Greer， Davidson， & Blis (1999)による研究では、無力感・絶望
の得点が高い女性は、 5年後の再発率あるいは死亡率が有意に高いという結果が示された。
この研究において、闘争心に関しては有意な結果が表れていな~，。また Sollneret al. 
(1999)は、積極的コーピングと同様に、禁欲的受容を行った患者の適応が良好であったと
報告している。さらに保坂・徳田・小城・内富・青木・福西・岸 (1995)は、「病気への対







影響も示さなかった研究も見られる CBudderberg，Wolf， Sieber， Riehl-Emde， Bergant， 
Sterner， Landolt-Ritter， & Richter， 1991; Cassileth， Lusk， Miller， Brown， & Miller， 
1985 ; Jamison， Burish， & Wallston， 1987; Richardson， Zarnegar， Bisno， & Levine， 
1990 ; Spiegel， Bloom， Kramer， & Gottheil， 1989)。つまり、現在のところ一定した見解
がないという状況である。
v.これまでの研究の問題点と今後の課題







Derogatis， Abeloff， & Melisaratos (1979)の研究結果では、長期生存者の不安や抑う
つが大きかったのに対し、短期生存者は良好に適応している。また、心理的健康度の高い患






連性が強調されている (Holland，Passik， Kash， Russak， Gronert， Sison， Lederberg， 
Fox， & Baider， 1999 ; Kirschling & Pittman， 1989 ; Levin & Vanderpool， 1987 ; Orr & 
Issac， 1992 ; Reed， 1986)。それに対して、日本においては特定の宗教を持たない人の割合
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